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本日の内容

 フィリピン共和国について

キリノ州について

要員の生活

バランガイの生活

事業概要

台風被害救援活動



フィリピン共和国

人口：約9800万人

面積：30万平方km（7107島）

言語：タガログ語、英語

宗教：キリスト教

気候：雨季・乾季

通貨：フィリピンペソ（PHP）

 GDP：3272億米ドル（36位）

識字率：92％

平均余命：71.09歳

https://www.cia.gov/library/publications/the-world-factbook/flags/flagtemplate_rp.html


事業地：キリノ州

 地理：首都マニラから車で8-9時間

8割が山岳地帯

 民族：イロカノ族、イフガオ族

 言語：イロカノ語、イフガオ語

タガログ語、英語

 産業：8割以上は農家

（米・バナナ・トウモロコシ）

 医療施設：州立病院、郡立病院、

保健所



日常生活



バランガイへのアクセス



バランガイの生活



食事



キリノの医療施設
キリノ州立病院

マデラ郡立病院

アグリパイ郡立病院
ディフン郡立

病院

保健所



アグリパイ保健所



アグリパイ郡立病院



キリノ州立病院





事業概要
 目標：キリノ州アグリパイ郡にある山岳地帯にすむ人々の
健康状態・生活環境の改善

原因疾患 疾患数

1. 急性呼吸器感染症 934

2. 皮膚疾患 202

3. 高血圧 173

4. 尿路感染症 143

5. 関節炎 35

6. 結核 19

7. 急性下痢症 13

8. 急性胃炎 6

9. 筋骨格の障害 6



ヘルスステーション・
給水設備建設
 医療施設まで遠い

 水場が遠い、安全な水
を得ることが困難

 各バランガイにヘルス
ステーションまたは

給水設備を建設

 建設内容の決定・建設
予定地の視察・入札



健康支援ボランティア

 周りに健康相談する人
がいない

 予防可能な疾患にか
かっている

 各バランガイの住民自
身がボランティアになる

 知識・技術を住民に伝
える



保健要員の活動

赤十字スタッフ 保健支援ボランティア

研修にて知識・技術の提供

知識：マラリア・デング熱・腸チフス・急性呼吸器感染
症・急性下痢症の予防法

技術：バイタルサイン測定・手洗い方法

保健支援ボランティア 地域住民

健康教育・健康相談の実施



健康教育



技術チェック



今後・・・



台風16号被害救援活動

 被災地：首都メトロ・マニラとその北部

 発災日：2009年9月26日

 過去40年間で最悪の洪水-雨季＋大型モンスーン

-6時間で約一月分の雨量

 活動期間：9月30日～10月6日

 被害状況（2009年10月6日時点）

-被災者総数：3.929.030名

-死亡者数：295名

-被害家屋数：38.943家屋（半壊・全壊）



避難所の様子



赤十字の活動①



赤十字の活動



現在・・・



半年間大変お世話になりました
ありがとうございました


